
浅野スレート

浅野スレート株式会社

年 月 会社沿革 工場 製品 備考
1914 12 浅野スレート工場を設立 東京工場（深川区高橋）開設 小平板 日本で最初の石綿スレート工場
1915 浅野スレート株式会社に変更 東京工場竣工
1917 10.5山波形板 波型スレート国産第一号
1918 門司工場竣工

1923
浅野セメント㈱に合併、同社ス
レート部となる

網代板
1924 浅野スレート販売㈱設立

1926
浅野スレート販売㈱、浅野ス
レート㈱に商号変更

戦後に関係解消、東日本スレー
ト興業㈱、大阪スレート興業㈱、
九州スレート興業㈱の三販売会
社が設立される。

1929 京城工場竣工
1930 名古屋工場竣工 11.5山波形板
1933 国光スレート（厚型）
1936 壁板（下見板）
1938 台湾工場（高雄）竣工 6.5山大波板
1939 札幌工場竣工
1941 清津工場竣工
1943 5.5山大波板

1945
敗戦により京城、高雄、清津の
三工場を喪失

1945
大阪石綿工業㈱の大阪・清水
両工場を合併

1951 5
日本セメント㈱（旧浅野セメント）
より独立、アサノスレート㈱とな

ライトボード（軟質板）

1951 10
販売会社三社を合併、浅野ス
レート㈱となる

1953 フレキシブルボード、吸音板
1954 フレキシブル大（小）波板

1955
アスベストスラブ（厚板）、7.5山
大波板、ライト吸音板
カラプライ（カラーボード及び波
板）、エレクションボード（波板芯
材複合板）、インシュレーション
パネル（ロックウール芯材複合

1958 パーライトボード
1959 パーライト吸音板
1960 LBラス（ラス下地用軟質板）
1961 大阪第一工場（高槻）竣工
1962 15.5山小波板

1963
セラミックボード（カラーボード及
び波板）、アモパネル（木毛板芯
材複合板）

1964 舟形スレート

1966
耐火パネル、ナイロンスレート、
水密葺用大波板、メラミン化粧

1968 鉄骨耐火被覆板ダイアスライト

1970
アキレスパネル（発泡樹脂芯材
複合板）

1971 広島工場竣工
ハイラック（石綿けいかる板）、
ハイラック化粧板

1972
都市環境規制のため大阪工場
を閉鎖

耐火接着剤ASボンド

1973 クロスフネン、スタック波板
1974 サイディングワイド
1975 茨城工場竣工

1976

ルーフワイド（異形波板）、高級
フレキシブルボード・H、ライトス
タック（特殊石綿セメント板）、エ
フジーボード（ニューボード）

東北浅野スレート株式会社設立

1977 東京工場、清水工場を閉鎖

1997
広島工場を分社化し、中国浅野
パイプ株式会社を設立

2000

株式会社アスクと浅野スレート
株式会社が合併し、株式会社
エーアンドエーマテリアルが発
足、本店を東京都港区に定める


